
平成 29年度 

              一般社団法人日本臨床心理士会臨床心理講座 

                             

 

 
 

この講座は学童期・乳幼児期・事例検討と年３回行われています。（単独受講も可能です） 
 
講座の内容等：  

既出の講座では、発達障害の概論と早期具体的支援についてお話ししましたが、この講

座では、学童期の子どもの社会的不適応について、話したいと思います。不登校・いじめ・

暴力的行為は、いずれも教育現場における大きな課題ですが、背景に発達障害の特性が感

じられる場合が少なくありません。すみやかな対応が重要ですが、特性が感じられる場合

は、特にそのことを踏まえた対応が必要となります。この講座では、不登校と暴力行為の

事例を基礎調査票を使用して分析し、対応策・予防策について考えたいと思います。 

 

参考図書： 「赤ちゃんから大人まで 気づいて・育てる発達障害の完全ガイド」 黒澤礼子 講談社 

      「発達障害に気づいて・育てる完全ガイド」 黒澤礼子 講談社 

講  師：黒澤 礼子  神奈川大学大学院人間科学研究科 講師    

            順天堂大学医学部附属順天堂医院 小児科 心理カウンセラー              

 

日  時：平成２９年１２月１６日(土) １０：３０～１６：３０ 

 

場  所：文京区本郷 2-27-8ユニゾ本郷二丁目ビル２階 当会研修室 

          http://www.jsccp.jp/center/access.php 

 

参加資格：臨床心理士・隣接専門職・教諭・大学院生など  定員５０名 

 

参 加 費：社）日本臨床心理士会 会員        ５,０００円 

      臨床心理士 非会員、隣接専門職、教諭   ８,０００円 

      大学院生（臨床心理士資格未取得に限る）    ３,０００円 

ポイント：２ 

 

   申し込み方法： （社）日本臨床心理士会 WEBページよりお申し込みください。 

        ＜受付手順＞   WEB申込で送信してください。 

↓ 

受付けた旨をメールで返信します。 

＜手順の説明＞ 

    ↓ 

                 受講料のご入金 

                    ↓ 

                「受講票」を送信します。 

講座 No.29 発達障害と子どもの社会的不適応について 

－不登校・暴力行為等の事例を基礎調査票を使用して検討－ 

 

レベル：初級・中級 

領 域：教育・福祉領域 

http://www.jsccp.jp/center/access.php

